
第 50回 真庭市地域公共交通会議分科会次第 
 

日時：令和 4年８月 29日（月） 

午前 10時 30分～ 

場所：真庭市役所本庁舎 2F 大会議室(2) 

 

１ 開  会 

 

 

２ 分科会長あいさつ 

 

 

３ 議題 

協議事項 

（１）真庭市コミュニティバス運行車両整備計画（令和４年度変更案）について・・・資料 1 別添 1 

（２）まにわくん枝線の見直しと『チョイソコ』の活用について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

（３）コミュニティバスまにわくん『運賃無料 DAY』（仮称）の実施について・・・・・・・資料３ 

（４）やませみ号（鏡野町）の運行内容の変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉  会 



1 真庭市コミュニティバス運行車両整備計画とは

真庭市コミュニティバス運行車両整備計画
（令和４年度変更案）について

真庭市におけるコミュニティバス車両の更新基準や、年度別の更新計画を定めた計画の
ことで、通称を「車両更新計画」という。（計画は非公表）
計画期間は5年間とするが、社会情勢や人口の動向を反映させるため、毎年検証するも
のとしている。

資料1

2 令和4年度の変更の概要と理由

現行計画が今年度で満了することから、新たに5年計画を策定するもの。
新計画の計画期間：令和5年～9年

3 主な変更点

①向こう5年間の更新計画について記載

更新年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和9年度

更新内容

中和ルート
15人定員１台

勝山追分ルート
10人定員1台

二川BSルート
10人定員1台

落合2地区
10人定員１台

上福田湯原ルート

10人定員１台

蒜山久世ルート
59人定員１台

落合4地区
10人定員１台

北房久世ルート
59人定員１台

北房ルート

15人定員１台

中曽関金ルート
29人定員１台

北房ルート

29人定員１台

４ その他

・毎年度、現行車両の稼働状況や修理頻度を確認し、計画を見直す。
・購入する車両は、利用者の状況を考慮し、より適正な定員のものに変更する。
・上記と同時に、車両定員規模が利用状況に適するよう車両の配置も見直す。

▼年度別更新台数（R5~9）

②EVバス（電気バス）についての記載を追加
近年、官民問わず、EVバスを導入する運行事業者が増加しつつある。真庭市としても、ゼ

ロカーボンシティまにわ（2050年二酸化炭素排出実質ゼロを目指す）の実現のため、コミュ
ニティバス運行車両のEV化に努める。

１

以下の事項については、不確定要素が多く、今後の進捗状況等についても予測できない部分があることから、更新
計画を反映できない。したがって、本計画も1 年ごとに検証したうえで、随時反映していくこととする。
※共助による地域の“あし”構築事業について
・地域のコミュニティ力がキーとなる事業であり、構築できる地域は限定的である。
・「タクシー事業者との共存」という観点が必要不可欠であり、事業者との調整には時間が必要である。
※AI を活用した新たな公共交通の仕組みの検討について
・令和6 年度を目途に構築を検討しているが、住民への説明周知、事業者との調整等が必要である。
※EV 車両について
・性能や価格についても未知数の部分が多い。
・更新基準についても、必ずしも現行の基準をそのまま適用することが適切であるとは限らない。

注）車両配備についての今後の方針



○まにわくん枝線の見直しの方向性

★理念基本:市民生活を支え、市民とともに未来を創る地域公共交通
基本目標①市民生活を支える

②地域と共に守り育てる
③人にやさしく未来へつなぐ

交通施策の考え方

●幹線:公共施設等の再編によるダイヤ調整、IT技術等の導入検討
●枝線:利用者のニーズに沿った運行の検討(但し運行基準との整合)

利便性の向上

運行需要に見
合った路線設置

●枝線沿線の潜在利用者数を把握し、必要な運行基準を検討
●増減若しくは廃止も踏まえた路線の再編

運行経費の
削減

●基準に沿った枝線再編による運行経費の抑制
●枝線に変わる交通の構築による運行経費の軽減

交通事業者との
連携

地域コミュニティの
活用

●まにわくんとタクシーとの役割検討
●まにわくん運行委託の継続と地域運行への協力

●地域内の交通課題の把握とコミュニティの構築
●担い手の掘り起こし、地域経済、見守り等の地域の活性化

【※R3改定 真庭市地域交通計画に基づく】

まにわくん：過剰な路線配置 ➡ 利用者の減少 ➡ ニーズ
の変化(ﾄﾞｱﾂｰﾄﾞｱ) ➡ 運行委託費の高騰

まにわくんの限界

●「まにわくん」枝線の課題
利用者の主は高齢者であり、減少傾向の利用者数とは逆に、運行委託料は
高騰しており、公費負担も増額となっているため、枝線全体の基準やその必要性
が課題となって来ている。

地域運行
タクシー事業
者の活用

路線バス
(まにわくん)
JRなど

役割分担イメージ図

交通が不便な地域
コミュニティが活発

地域間ネットワーク
学生利用が多い

営業地の移動手段
の利用の促進など

福祉輸送

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ

資料2
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まにわくん枝線の見直しと『チョイソコ』の活用について



○『チョイソコ』の提案

既存の交通（オンデマンド型含む）に課題
あり新しい交通のしくみが必要

「チョイソコ」の名称は「チョイス」と「コース」を組み合わ
せた造語であり、「コースを選ぶことで外出したいと思う
ようになる」期待を込めて命名。近距離移動を表す
「チョイとソコまで」という意味も含ませている。高齢者へ
のヒアリングを行い、呼びやすさ、覚えやすさ、親しみや
すさに配慮し決定。

事業イメージ

※タクシー車両でも実施は可能
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■真庭市コミュニティバス 枝線ルート別検討表

地域

R2 R3

ルート名 運行曜日 運行形態 便数/日
利用者
数

人数/運行
予定便数

合計金額
（距離按分）

北房 北房 月～金 一部予約 7便 424人 0.26人 3,867,800円

落合

別所※ 月・水・金 予約 2便 277人 0.94人 1,371,510円

別所・日野上 火・木・土 予約 2便 380人 1.29人 1,664,099円

上山 火・木・土 予約 2便 285人 0.97人 1,691,529円

杉山 月・水・金 予約 2便 196人 0.66人 813,763円

久世・河内※ 火・木・土
定時定路

線
2便 1,130人 3.84人 3,300,767円

西河内 月 予約 2便 44人 0.47人 304,732円

津田地域 月・水・金 予約 2便 － － 1,679,230円

久世

樫東・余野 月～土
定時定路

線
4便 627人 1.07人 1,557,180円

樫西・三阪 月～土
定時定路

線
4便 481人 0.81人 1,903,220円

勝山・追分 月～金
定時定路

線
9便 2,570人 1.17人 5,190,600円

勝山

星山 月・金 予約 2便 212人 1.09人 813,960円

神退・月田※ 火・木 予約 2便 464人 2.39人 1,436,400円

富原月田 月～金 予約 2便 1,494人 3.05人 5,075,280円

福谷・寺河内 月・金 予約 2便 71人 0.37人 646,980円

○久世・勝山・落合地域等における委託費の状況等

中心市街地での過剰な路線（赤線）に関しては、事業者の活用による新しい仕組みを構築し、「まにわ
くん」からの転換を検討する場合、必要な経費については詳細を調査する必要がある。
現状において、過剰な路線となっているのは、久世・勝山・落合の3地域で9路線(別所・日野上、上山、
杉山、西河内、樫東・余野、樫西・三阪、勝山・追分、星山、福谷・寺河内）あるが、それ以外の路線も
含め、利用者数が多く、高校生も利用する勝山・追分線を除き、11路線を全て転換すると想定した場合、
委託費約1,500万円の転換対象費となる。
なお、北房は勝山高校の通学として継続、 富原・月田は地域の足への転換を検討している。

○転換検討路線の委託額(R３)
該当11路線(別所、別所・日野上、上山、杉山、久世・河内、西河内、樫東・余野、樫西・三阪、
星山、神退・月田、福谷・寺河内)
委託合計額（距離按分)：15,504,140円 ※別所ﾙｰﾄ、久世・河内ﾙｰﾄ及び神退・月田ﾙｰﾄは運行頻度と利用頻度の乖離率はマイナス
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